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跡見学園女子大学マネジメント学部紀要　第 29 号　（2020 年 1 月 25 日）
明治初期における蚕種輸出記録（1）
──上野国島村　田島弥平の手記から──
The Record of Export of Silkworm Eggs in the Early Part of the Meiji Era（1）












































































跡見学園女子大学マネジメント学部紀要　第 29 号　2020 年 1 月 25 日
易章程」の中の禁止輸出品目ではないため、公式に制限はできなかった 12 が、蚕種の不足が生糸
生産に大きく影響することを懸念し、民間人による輸出は禁止していたのである。
　しかし、1861（文久元）年頃から蚕種の密輸が始まり 1864（元治元）年には 45 万枚にも及ん
でしまった 13。日本の蚕種を求める外国からの強い要望に抗えず、その後に民間人による輸出を
認めることになったのである。




























































































4 - 2 　渋沢栄一から田島武平への書簡















































































的な活動を示している「申合規則」34 および宮崎 35 の研究をもとに島村勧業会社の活動理念を整
理し、その上で考察する。


















































税寮待所 41 宛てに建白書を出している 42。その内容は蚕種濫造を防止するために蚕卵原紙の製造
─ 72 ─
























































は 1870 年（明治 3）2月には民部省監督権小佑に任官し、同年閏 10 月に「民部省庶務司上州富岡
製糸場ヲ管ス」として、富岡製糸場の民部省所管が決定すると、尾高は民部省庶務小佑となる。
　渋沢栄一と尾高惇忠および田島弥平・武平の蚕業人脈が明確となる用務日記が存在する 57。
　これによると、1870 年（明治 3）10 月に民部省の富岡製糸場所管が決まると、尾高は民部省庶
務小佑として、杉浦譲 58 および御雇い外国人ブリュナら一行とともに岩鼻県富岡に赴き、製糸場
─ 74 ─











　本稿では、江戸末期 1863（文久 3）年から明治初期 1885（明治 18）年にかけての蚕種業の盛衰
について記されている田島弥平の「幕末ヨリ明治初期　蚕種輸出記録　南畬　田島彌平手記」の











































5　第二代目田島弥平（邦寧）1822（文政 5）～ 1898（明治 31）年：「清涼育」を確立。明治 5年、宮中
養蚕の世話方「養蚕教師」。明治 5年 2月、群馬県蚕種大総代。明治 5年 3月、蚕書「養蚕新論」を刊


























　この後、蚕卵紙は同年 10 月 19 日（8月 30 日）にフランスへ送り出されたが、フランスから馬が到
着しないまま翌年を迎えたため、ロッシュが自身所有のアラビア馬1頭を将軍に進呈するという配慮を
示したことが記録に残っている。そして、蚕卵紙寄贈から 2年後、ついにアラビア馬が日本に到着した
との知らせをうけ、老中小笠原長行は、1867 年 7 月 27 日（慶応 3年 6 月 26 日）に江戸城「大手門内
下乗橋外」において馬の寄贈を受ける旨、ロッシュに伝えた。また、馬に付き添って来日した一等士官
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